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静岡地学第 74号 (1996)

静岡県「こどもの国」建設地内の潜岩樹型と
j容岩洞穴(調査予報)

篠ヶ瀬卓二*

1 .はじめに

平成 7年 (1995)12月に静岡県「こどもの国」建設作業中に、溶岩樹型が発見された。 12月25日

に筆者一人で調査し、 1月5日には、建設会社@土木事務所@富士市文化振興課@総務課の各職員立

会いのもとに、静岡大学和田秀樹教授@御殿場南高校増島淳教諭と筆者で概査した。また、 3月8日

には、 1月5日の発見場所から 10m程度離れたところで、さらに新しい井戸型溶岩樹型と横臥型樹型

が発見され、筆者一人で調査した。なお、井戸型樹型を破壊した際、その下から天然木炭が発見され、

3月 8日に静大の学生と調査に入った。

にともない、平成 8年 (1965)3 

された。とりあえず筆者と

洞窟学協会会長の小川孝徳氏に調査を依頼し、

16日に溶岩樹型発見地より南地域で溶岩洞穴が発見

とで、概査した。 3月21日には、日本火山

をいただいハペ

をここ させていただく O

2.静関県「こどもの盟j内の溶岩樹型と溶岩洞穴が発見された場所の地質について

は、 この地域 し し

ているが、厚く堆積していた表土が取り除か

れた関係で、より一層はっきりしてきた。

された場所は、

地質図(地質調査所発行:1968) 

辻溶岩流の分布域とされ、小]11

: 1974)でも

流の分布域とされていた。しかし、小川

輔氏の富士市地質図(富士市:1986)で

もまわり

子から前回の調査では日本ランド

ると誰定した地域である O

ができたので、

ことができた。

は、

ること

ると新定を

によるもので¥

国1. rこどもの国j局辺の地形菌

2万 5

に広く

するもので、主として、 1や大き る 2をおおって分布

* 
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している O 肉眼的には、富士山南麓の唯一カンラン石のたくさん見られる溶岩流で、 1mm程度の紫

色に変色したカンラン石と白い斜長石が胡麻塩状に見える O 宮地直道氏の「新富士火山の活動史J(地

質学雑誌、:1988) の論文では、勢子辻溶岩流は、 4500~3000 年前の活動によるものとされている O し

かし、今回の調査で厚い火山灰を観察された増島淳氏によると、赤オコシスコリアの下からでている

ところから判断して、 10000年ぐらいまでさかのぼって活動を考える必要があるというご指摘をいた

だいた。この部分については、今後の研究に待つしかない。

3.発見された溶岩洞穴と溶岩樹型について

¥ 

) 
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図2.溶岩洞穴、溶岩樹型の位置図

九

A地点溶岩洞穴、 B地点井戸型溶岩樹型、 C地点井戸型溶岩樹型、 D地点横臥型溶岩樹型

E地点横臥型溶岩樹型、 F地点井戸型溶岩樹型

G地点溶岩洞穴
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(1) A地点の溶岩洞穴について

ほぽ卵形をした溶岩許可穴で、天井までの高さは、

1m土@長径 5m.短径 3mo長径方向の走向は、

N 80
0

E (S 80
0

W)で、ほぽ東西に横たわる O 天

井が熱いときに落ちたと思われるものが床に落ち

ている O 溶岩洞穴に普通見られる天井から

下っている溶岩鐘乳石や床に落ちた雫がつくる溶

岩石笥などは、まったくなかった。

A地点の溶岩トンネルは、観察した限りではガ

スの圧力で持ち上がった空洞と考えられる O 近く

に溶岩掲型があるところから、溶岩樹型がまずで

きて倒れて、それが溶岩洞穴をつくる原因になっ

たとも考えられないこともない。

(2) B地点、の溶岩樹型について

さ 2m 50 cm" 

径 60cm-短径 52cm。長径の方向(溶岩流の方向)

はN45
0

Eであった。針葉樹(マツの仲間?)の木の

肌がはっきりでている O これまでの溶岩樹型に比べ

て、古い時代の溶岩流にできていることや深さが深

い点、から、めずらしいものと言える O 普通は、

流の薄い 1、 5m以下の新しい丸尾をつくる

(新しいから火山灰が乗っていないので、むきだし

の溶岩原の丸尾をつくる)に溶岩揖型ができている O

(3) C地点、の溶岩樹型について

さ3ll1 ..長径も

も44cm。木の肌がはっきりしている Oすばらし

いものであるo B地点の溶岩樹型と一諸に、保存を

るO

(4) D地点の横臥横型について

B地点の S700 Eの方自に発見された。

は、

北

と短径ともにお cmで、長さは 5m 50 cm 

し、 S5 Wの方向にのびている O 傾斜は、ほ

ら2mート下がっ かっている O

9 

1. A地点の溶岩満穴

2. B地点、の溶岩樹型

3. C地点の溶岩樹型

思わせる この様型

3 
O 

に近く、 10 ぐらいである O



(5) E地点、の横臥樹型について

横臥樹型Dの校の可能性があるoN500 Wにのび

ている O 長径@短径とも径 12cmで、長さは 70cm

程度? 内部は不明。角度は水平溶岩流上部から

2m十下がった地点で見つかっている O

(6) F地点の井戸型樹型について

B地点、の S100W方向に発見された。深さは 2

m十で観察時に、すでに上部は削りとられていた O

したがって、他の地域から推定して、 3m程度の溶

岩樹型と推定される O 長径 S)60 cm、短径

(E -w)50 cmで、 B地点の溶岩樹型とほぼ同じぐ

らいのものである O 南控にマツ科植物の樹皮のはっ

きりした雌型が残っている O ブロックで取出した。

保存したい。

(7) G地点、の新しく発見された溶岩洞穴について

西の先端部を含めると全長 33m 60 Cll1。洞穴の幹

澗の主要部分の走向は、 N650Eで東西に近いが、

北東から西南西にのびている O これは、形成時の勢

子辻溶岩流の流下の方向を意味するものと考える O

洞穴の天井の高さは、最大 4m近くある O 落盤の結

果だとしてもかなり大きい。溶岩鍾乳石はほとんど

られず¥天井部分の落盤が目立つ。さらに、スス

キのひげ根を思わせる植物の根がたくさん見られ

るO 調査前日に降った雨のせいか湿気が充満してい

た。これはかなりの前から溶岩流に亀裂が入札そ

のクラックや入りこんだ根が水分をもたらしたと

えられる O

また、入口付近で観察すると、天井を形成する溶

岩流は、大まかに分けて 4層で、火山灰直下の溶岩

流は、灰色の溶岩流で、約 1mのかなりがっちりし

た紋密な岩板溶岩である O その下に酸化した 70cm

の赤褐色岩板溶岩流がきて、その下は 25cm

自破砕溶岩がくる O がさがさしたアア溶岩タイプの

ものである O 天井のすぐ上の部分をつくっているの
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4. 在地点、の横臥樹型 D地点の横臥樹裂

5. F地点、の井戸製樹型

6. G地点、の新しく された溶岩洞穴
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は、かなり紋密な紫灰色の板状溶岩で、 50~70 cmある O しかし、全体にクラックが気になり、保存す

るか埋めるかについてなど今後の取り扱いは十分慎重に検討する必要がある。今回の発見については、

日本火山洞窟学協会の小川孝徳氏にも調査を依頼し、ご教示を仰いだ、が、保存を強く希望している O

この溶岩洞穴を勢子辻風穴と仮に命名しておく。

4.井戸製樹型 Fの地下から発見された天然木炭

B地点の S10
0

W方向に井戸型樹型Fが発見された。深さは 2m十で観察時に、すでに上部は前りと

られていた。したがって、他の地域から推定して、 3m程度の溶岩樹型と推定される O 長径(N-S) 

60cm、短径 (E-W) 50 cmで、 B地点の溶岩樹径とほぼ同じぐらいのものである O

物の樹皮のはっきりした離型が残っていたのでブロックで取出し、保存しておくよう

に依頼した。

その後:、

その結果、

3月8日(金)16 

にマツ科植

をして、その下から出るであろう天然木炭 して掘り進めた。

ら、 5n1弱のところから 3

2 

に採取した。

は、ほぽ4層に分かれ、

をずらして流下したものと推定され

るO 一番上部は約 40cmL、

O と

2 

20cmのいる O

ガサガサし

の下は、

になる O さらに、

サガサした感じの自

は、 2m 20 cm 

たし

cmのガサガサし

くる O この辺りから

く酸化を受け

るO

70 cmのj容

は、 20cn1のガ

の下

4 

20 

3 
している O 自

にも

る
1 0 
m 

るO

その下に、わ さみ、その中にした火

cln っしいる O

るこ

下の灰

さ

山火

7日に天然木炭が、発見された。

火山灰

砂沢スコリア

カワゴ平パミユ

アカオコシ

自破砕溶潜流

S 
勢子辻溶岩流

天然木炭

紗沢溶岩流

国 3.天然木炭採取地点、の断面国

っていた。厚さは、 10~20

ている O

ら
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とから、 14Cによる測定がなされたならば、 fこどもの国」のみならず、富士山麓の形成課程を知る

な発見ということができる O

「こどもの国J建設地の中で、天然木炭が発見されたのは、西側の小天狗溶岩流の中からと今回の

発見とで 2例目である O いずれにしても大変興味のあるもので、今後の研究の発展につながるものと

期待したい。

5.その他のものについて

A地点の溶岩洞穴のすぐ北側の空洞に、白い珪酸華が発見された。噴火の際、珪酸分が昇華し

事な嚇瑚のような珪酸華をつくった考えられる O さらに、 C地点東側の横臥型樹型の一部と見られる

ものがあり、溶岩鐘乳石や御胎内を思わせる様相の溶岩流も観察できる O また、近くにはすばらしい

縄状溶岩も観察できる O

終わりに

「こどもの毘Jの建設にともないいくつかのことがわかった。

(1) 勢子辻溶岩流に溶岩樹型@溶岩洞穴ができている O

(2) 勢子辻溶岩流はこれまで考えられていたより古い溶岩流の様で、正確な静大の年代測定が待たれ

るO らびにその下の砂沢(ずなさわ)溶岩流の時代がはっきりする可能性がある O

建設中途であるから、今後も新しい発見があるかもしれない。とりあえず今まで発見されたことを

報告しておしなお、調査では、富士土木事務所@富士市役所の方々に特別ご配慮をいただいたこと

しておく O
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